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研究成果の概要（和文）：富山湾沿岸の射水平野において，複数のボーリング調査を行い沖積層の堆積相や堆積
環境の変遷及び古地理の復元を行った．この結果，約7200年前には，現在の海岸線付近に狭長な砂州が成立し，
泥質なラグーンが成立していることから，この地域の縄文海進のピーク標高は，現在の海水準とほぼ同様である
ことが推定できた．また，魚津埋没林地域の調査ではこれまでのボーリング成果と統合すると，魚津地域の埋没
林の形成が気候変動による海水準の変化ではなく，相対的な海水準変動（沈降）によって形成されたことを明ら
かにした．

研究成果の概要（英文）：Several borehole investigations were carried out in the Imizu Plain along 
the Toyama Bay coast to reconstruct the sedimentary facies of the Alluvium, the evolution of the 
sedimentary environment and paleogeography of the area. The results indicate that a narrow sandbar 
and a muddy lagoon were established near the present shoreline about 7200 years ago, and that the 
peak elevation of the Jomon sea level in this area was similar to that of the present sea level. The
 results of the borehole survey in the Uozu buried forest area, combined with the previous borehole 
results, indicate that the formation of the buried forest in the Uozu area was not caused by 
climatic change in sea level, but by relative sea-level change (subsidence).

研究分野：地質学，第四紀学
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令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
富山湾沿岸の射水平野における沖積層の形成と堆積環境の復元から，約7200年前の海水準は現在と同様の標高で
あることが明らかとなった．また，国内において定説化されている弥生の海退に関する有力な根拠が，従来の魚
津埋没林の形成から議論されているが，魚津埋没林での検討から，埋没林の形成は弥生の海退以降の海水準の上
昇ではなく，ローカルな沈降により形成されたことが明らかとなった．国内各地において漠然と定説化されてい
る弥生の海退現象や縄文海進のピーク標高についても広く再検討の必要が示唆される．

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
日本沿岸の海岸低地は，最終氷期以降の氷河性海水準変動，活断層等による地域的な隆起・沈
降やハイドロユースタティックな変動によって形成され，これらの相対的な海水準変動は，平野
を形成する沖積層に記録されている．北陸（富山）地域の最終氷期以降の海水準変動は，藤ら，
藤井らによると，弥生の海退は，魚津埋没林の樹根の標高を根拠として現海面と比較して－2ｍ
とされ，いわゆる縄文海進時のピーク海面高度は，能登半島の同時期の洞窟遺跡の標高を根拠に
+5ｍとされている．しかし，魚津埋没林では研究代表者を含む酒井他（2018）の検討によって，
現在見つかっている樹根の１m下位にも約 3000年前の古土壌と樹根が発見され，魚津地域の海
岸部の累積的な沈降が示唆される．また，富山湾奥の射水平野の潟端の縄文前期の遺跡の立地標
高は，標高 0ｍ程度であり能登半島の洞窟遺跡から推定される海水面高度と大きな差異がある． 
このように，従来の研究で示された海水準変動は，近傍断層による変動やハイドロユースタテ
ィックな変動を含む相対的変動であり，富山湾沿岸の各地域において地形形成や遺跡分布を含
めた古地理の復元から，海水準変動量を再検討する必要がある．特に，国内において定説化され
ている弥生の海退量やその有無に関する有力な根拠が，従来の魚津埋没林の形成に関する考察
であることから，魚津埋没林での新たな検討は，国内各地において漠然と定説化されている弥生
の海退現象を再検討するための核心的な検討となる． 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は，富山湾沿岸地域の海岸平野において，最終氷期以降の真の海水準変動量を求
めることである．これまでの国内研究では，縄文海進は温暖となる事で氷床が融解して海水準が
上昇し，当時の海水準は現在より数～5m程度高いものとして考えられてきた．一方，近年，汎
世界的には，約 7000～6000年前以降に再び氷床が発達し，海水準が低下した事実はないことが
知られている．日本国内における約 7000～6000年前の海水面を示す痕跡の標高は，ローカルな
隆起やハイドロアイソスタッティクな変動量と推定されるが，いまだに旧来の考え方が定説と
なっている．また，約 7000～6000年前以降についても，気候変動による寒暖の変化はあるが海
水の変動量としては数～数 10cm程度であると考えられている． 
 このような定説に対して，沈降（魚津）・変動なし（射水）・隆起（氷見）の影響を内包する富
山湾沿岸地域の海岸平野は，定説を再考するための事例研究地域として最適であると考えられ
る．また，海岸平野を構成する沖積層から，海水準の変化を知るためには，各年代の海岸を示す
地層の分布と標高の考察が必要であり，このためには平野の堆積システムを正確に捉え，各年代
の地形の発達過程と古地理の復元を行う必要がある．加えて，古地理の復元に際しては，堆積相
による堆積環境の解析だけでなく，各時代の低湿地の遺跡分布を取り入れることが“古地表の分
布”を示す鍵となる． 
このため，富山湾沿岸の射水平野，魚津地域において，沖積層の形成過程や年代，変動などを
解析するためのボーリング調査を行い，射水平野や魚津地域における相対的な海水準変動の検
討を目的とした． 
 
 
３．研究の方法 
 射水平野の 3地点と魚津地域（埋没林地域）の 2地点において，沖積層の沖積層のボーリング
調査を行い，各コア試料の堆積相解析，堆積環境の復元，堆積年代の解析を行った． 
 
 
４．研究成果 
（１）射水平野の堆積環境の変遷と海水準変動 
 射水平野の砂州の形成と潟端の遺跡立地を含めた古地理の復元による射水平野での最終氷期
以降の海水準変動量等の検討を行った．射水平野沿岸部の沖積層の層序と年代については，沿岸
部での最近の成果があるが，射水平野内陸側の砂州地形の発達過程や地形の形成年代は，明らか
となっていない．このため，既存ボーリングデータベースを活用して，沖積層の層序の概観を把
握した上で，複数地点においてオールコアボーリング調査を行った．  
 掘削したボーリング試料は，これまでの沖積層研究で実施してきた分析方法と同様に基本的
な層相の解析と古環境を推定するための分析，年代分析を行った．また，既存ボーリングデータ
ベースの資料を参考に，層相の空間的分布を年代ごとに推定し，射水平野の古地理の復元を行っ
た．この結果，約 7200 年前には，現在の海岸線付近に狭長な砂州が成立し，泥質なラグーンが
成立していることや潟端の小竹貝塚立地時の古地理を明らかにした．堆積相の分布と年代から，
この地域の縄文海進のピーク標高は，現在の海水準とほぼ同様であることが推定できた． 
（２）魚津埋没林地域での海水準変動 
 魚津埋没林近傍での埋没樹根の発見と沈降による埋没林の形成過程を明らかにすることを目
的として，2本のボーリング調査を実施した．この地点での検討は，弥生の海退の有力根拠とさ



れている魚津埋没林の形成過程を見直すことにつながり，定説化している弥生の海退現象の実
像を再検討につながる調査である． 
これまでの検討では，埋没林として多くの樹木の樹根が挟在する層準の下位に，樹木片を含む
腐植土層が認められている．2層準の河畔沿いの低地の堆積環境と推定される地層が累積してい
ることは，埋没林として多くの樹木の樹根が挟在する層準は，その後の海水準の上昇によって沈
水したのではなく，埋没林地域の累積的（間欠的）な沈下により河畔沿いの低地の相対的な水位
上昇をしたことを示すものである． 
本研究により実施したボーリング調査においても，1地点において 2層準の河畔沿いの低地の
堆積環境を示す腐植土層を確認することができた．これまでの埋没林地域のボーリング成果と
統合すると，魚津地域の埋没林の形成が気候変動による海水準の変化ではなく，相対的な海水準 
動（沈降）によって形成されたことを示しており，全国的に共通した現象であるとされてきた弥
生時代の海退は，少なくとも魚津地域では相対的な海水準変動であることが明らかとなった． 
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